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所
欣
唐
詩
注
稗
補
訂
(
十
一

の

出
に
蹄
る
を
迭
り
、
抽
選
寺
に

-

二

一

二

白

居

易

寄
題
す
」
「
林
開
捜
酒
焼
紅
葉
、

。
元
和
四
年
(
八
一
一
九
九
仙
ニ
十
八
蔵
、
都
長
安
で
の
作
〈
花

房
・
朱
・
主
)
。
翰
林
壁
土
・
左
拾
遺
在
荘
。
議
議
詩
の
名
作
「
新
築
府

直
十
言
」
が
作
或
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
王
拾
遺
吋
系
年
向
に
は
、
同
年

九
月
、
「
王
費
夫
来
訪
す
い
と
し
て
本
詩
を
引
く
。
こ
れ
は
、
詩
の
第

八
句
「
菊
花
の
時
節
〈
重
揚
節
へ
の
連
想
を
も
っ
)
君
が
廼
る
を
羨
む
」

に
も
と
づ
く
推
定
で
あ
ろ
う
。

ち
培
う
し
つ

(2)

(
)
〔
王
十
八
)
自
居
易
が
京
兆
府
慈
座
制
勝
尉
在
任
中
(
元
和
元
年

〔八
O
六
〕
四
月
か
滑
り
翌
年
の
秋
ま
で
)
に
知
り
あ
っ
た
親
友
、
王
室
夫
を

指
す
。
十
八
は
、
い
わ
ゆ
る
排
行
(
嗣
父
・
曽
組
父
を
向
じ
く
す
る
一
接

関
に
お
け
る
、
同
世
代
の
兇
た
ち
の
出
生
態
序
)
で
あ
る
。
辱
仲
勉
『
壊
入

行
第
銀
山
「
王
十
八
全
素
の
練
に
は
、
一
冗
穣
の
「
一
一
丹
十
九

「
和
漢
朗
詠
集
』
断
政
恵
詩
注
鱒
構
訂
(
十

)
(
植
木
〉

'-' 

植

fT 

木

久

E

E
十
八
全
業
に
耕
ゆ
い
(
糞
動
貼
校
吋
一
元
種
集
い
巻
十
五
〉

し
、
こ
の
人
物
は
、
白
詩
中
の
「
王
十
八
繋
夫
」
と
、
「
覧
・

あ
ひ
せ
っ

一
一
{
子
〉
栢
切
す
る
(
一
意
味
的
に
逼
合
・
近
似
す
る
〉
が
故
」
に
、
同
一
人

か
と
推
測
し
、
今
日
ば
ぼ
通
説
化
す
る
〈
花
房
・
前
川
ウ
江
藤
研
究
三
二

六
貰
や
、
下
孝
萱
『
一
疋
積
年
譜
』
一
一
一
O
三
良
な
ど
立
た
だ
ヰ
仲
勉
自
身
は
、

「
王
十
八
全
素
(
質
夫
ど
と
い
う
書
き
方
を
し
て
、
「
質
夫
は
主
全
素

島
ぎ
な

の
字
」
(
西
村
富
美
子
吋
白
襲
天
』
〉
の
よ
う
に
は
締
約
一
一
一
一
目
し
て
い
な
い
。
全

素
と
鷲
夫
は
、
意
味
的
な
瞬
漣
を
も
っ
名
と
字
に
適
合
す
る
が
、
詩
題

中
に
明
示
さ
れ
る
排
行
下
の
名
は
、
宋
五
之
悶
・
李
十
二
自
・
杜
ニ
需

の
よ
う
に
本
名
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
「
朱
大
憂
諒
」
(
名
は
可

久
)
の
場
舎
は
、
宇
で
通
行
し
て
い
た
た
め
の
例
外
、
と
考
え
て
よ
い

(
吋
唐
人
行
第
競
い
参
照
)
。
と
す
れ
ば
、
「
王
十
八
賀
夫
」
「
王
十
八
全
素
い

と
い
う
呼
構
は
、
別
人
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
朱
金
域
『
年
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譜
』
『
筆
校
』
が
王
全
素
と
の
闘
係
に
全
く
言
及
し
な
い
の
は
、

た
め
で
あ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』
(
以
下
「
文
集
』
と
略
構
)
一
二

(
竹
村
則
行
執
筆
)
は
、
「
名
は
質
夫
、
競
は
全
素
」
(
四
九
頁
)
と
す
る

が
、
こ
の
場
合
も
確
謹
に
乏
し
い
。
他
方
、
二
人
の
交
遊
闘
係
を
詳
述

す
る
静
永
健
「
王
質
夫
と
白
築
天
|
白
居
易
の
埜
雇
時
代
l

」
の
附
記
に

は
、
山
今
仲
勉
の
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
元
積
詩
の
作
成
さ
れ
た
梁

州
(
陳
西
省
漢
中
市
)
の
地
が
、
王
質
夫
の
客
死
し
た
梓
撞
(
四
川
省
梓

撞
牒
)
と
戟
皿
屋
(
王
質
夫
の
隠
棲
地
)
と
の
ほ
ぼ
中
開
貼
に
あ
る
こ
と
な

ど
も
考
慮
し
て
、
「
名
は
全
素
、
字
が
質
夫
」
の
同
一
人
で
あ
る
と
す

る
説
を
、
「
極
め
て
信
葱
性
が
高
い
」
と
評
す
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、

排
行
下
の
本
名
表
記
の
慣
習
に
封
す
る
注
視
を
欠
い
て
お
り
、
た
だ
ち

に
は
首
肯
し
か
ね
る
。
確
謹
に
乏
し
い
現
時
貼
に
お
い
て
は
、
王
全
素

と
王
質
夫
の
二
人
を
安
易
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

・っ。

こ
の

な
お
、
西
村
富
美
子
「
『
長
恨
歌
』
管
見
」
も
、
白
・
玉
二
人
の
交

遊
を
一
不
す
詩
を
列
車
す
る
が
、
仙
遊
寺
付
近
の
歴
史
地
理
に
闘
す
る
知

見
に
乏
し
い
の
が
悔
ま
れ
る
。

O
〔
山
に
踊
る
〕
踊
隠
先
の
山
は
、
後
述
す
る
仙
遊
寺
の
あ
る
仙

遊
山
(
秦
嶺
山
脈
〔
柊
南
山
〕
の
一
峰
)
を
指
す
。
王
質
夫
は
、
仙
遊
山

の
韮
回
薮
澗
(
仙
遊
谷
の
別
構
)
に
隠
棲
し
て
い
た
居
士

(
1
慮
士
)

り
、
白
居
易
よ
り
も
若
く
、
神
仙
説
を
信
奉
し
た
。

O
〔
仙
遊
寺
〕
京
兆
府
戟
皿
屋
豚
の
南
墳
、
終
南
山
の
山
麓
に
あ
っ

し
ゅ
う
し

た
寺
院
の
名
。
現
在
の
陳
西
省
周
至
(
も
と
盤
雇
と
書
く
。
現
代
中
園
語

こ
く
す
い
よ
く

で
は
同
一
昔
)
勝
城
の
南
約
十
七
キ
ロ
、
黒
水
崎
(
柊
南
山
に
源
を
覆
す
る

黒
水
〔
黒
河
〕
の
流
れ
る
谷
あ
い
)
の
入
口
付
近
の
、
馬
召
郷
金
盆
村
に
、

晩
唐
の
威
通
年
聞
に
分
か
れ
た
三
寺
の
う
ち
の
、
二
寺
が
残
存
す
る

(
明
清
期
の
建
物
)
。
西
安
市
の
西
南
約
六
十
キ
ロ
に
位
置
す
る
、
こ
の

仙
遊
寺
は
、
元
和
元
年
(
八
O
六
)
の
客
十
二
月
、
草
屋
鯨
尉
在
任
中

の
白
居
易
が
、
世
田
地
の
仙
遊
谷
に
住
む
王
質
夫
・
陳
鴻
と
と
も
に
訪
れ

て
、
不
朽
の
名
作
「
長
恨
歌
」
を
作
っ
た
詩
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
。
白

居
易
が
折
を
見
て
、
し
ば
し
ば
訪
れ
た
寺
で
あ
る
。

寺
の
名
は
、
陪
の
文
一
帝
楊
堅
が
避
暑
の
た
め
に
建
て
た
近
く
の
離
宮

「
仙
遊
宮
」
に
も
と
づ
く
ら
し
い
。
陪
代
す
で
に
仙
遊
寺
の
名
が
見
え

(
唐
の
道
官
一
『
績
高
僧
侍
』
巻
十
二
、
陪
の
稗
童
員
侍
)
、
白
詩
に
先
立
つ
用

例
と
し
て
は
、
盛
唐
の
ヰ
参
「
秋
夜
仙
遊
寺
の
南
涼
堂
に
宿
し
、
謙

道
人
に
呈
す
」
詩
や
、
李
華
「
仙
遊
寺
」
詩
、
中
唐
前
期
の
慮
論
「
仙

ひ
っ
げ
ん

遊
寺
に
出
る
」
詩
な
ど
が
あ
る
。
清
の
畢
一
侃
『
開
中
勝
蹟
圃
志
』
巻
七

に
い
う
、
「
寺
の
四
面
は
皆
な
山
、
黒
水
其
の
門
を
経
流
す
。
蓋
し

お

う

く

奥
匡
(
深
奥
の
地
匝
)
な
り
」
と
。
約
十
キ
ロ
東
に
は
、
道
教
委
鮮
の

で
あ



地
と
も
さ
れ
る
著
名
な
「
宗
聖
観
」
(
接
観
〉
が
島
り
、
唐
代
こ

の
付
近
は
、
信
世
間
と
遊
離
し
た
道
敬
的
雰
圏
気
に
識
ち
あ
ふ
れ
、
村

の
名
も
抽
選
郷
と
い
う
。
詳
し
く
は
、
愛
宕
元
「
窟
代
棲
離
考
;
致
陽

一
掬
襲
寸
大
唐
宗
聖
観
記
い
緯
を
手
掛
り
と
し
て
い
容
照
。
同
論
文
に
載
せ

る
「
棲
観
附
近
嵐
」
の
な
か
に
は
、
的
選
寺
関
連
の
地
名
も
書
き
こ
ま

れ
て
い
て
有
益
で
あ
る
。

な
お
、
海
鵠
久
和
「
'
日
屑
易
と
他
選
寺
」
は
、
必
護
の
勢
作
で
あ
り
、

松
浦
友
久
編
「
漢
持
の
事
典
』
第
E
章
の
、
「
他
遊
寺
」
(
組
本
執
筆
)

川
口
本
の
補
注
〈
二
六
五
頁
)
に
は
、
「
明
州
の
太
白
蜂
の
ふ

と
あ
る
が
、
明
州
は
薙
州
(
京
兆
府
)
の
誤
鮪
あ
ろ
う
。

は

、

雷

行

・

余

「

西

安

』

や

、

由
業
天
』
な
ど

位
選
寺
の

『
論
議
論
の
詩
人

。
〔
寄
題
)
高
木
正
一

で
あ
り
、
よ

山
口
直
樹

127 

題
き
つ
け
て
も

吋
白
集
天
』
は
、

に
は
、
「
王
十
八
長
逸
り
つ
つ
、
こ

の
詩
を
寺
に
と
ど
け
さ
せ
」
(
石
川
忠
久
宍
護
詩
を
よ
む
)
款
の
詩
一

0
0

寺
壁
な
ど
に
揺
さ
し
る
し
て
も
ち
う
こ
と
を
い
う
。
佐
久
住
に

に
往
か
ず
に
題
詠
す
る
こ
と
」
と
あ
り
、
一
海
和
義
「
漢
詩
一

(
秋
・
各
)
』
も
、
「
経
接
そ
の
地
へ
行
か
ず
、
遠
く
か
ら
患
い

作
る
こ
と
」
と
す
る
が
、
少
く
と
も
本
例
の
場
合
、

(_ 

の
を日
寄ー
せ
て「

和
漢
朗
掠
襲
b

民
政
唐
詩
控
縛
補
一
訂
(
十
一
)
(
植
木
)

は
第
一
は
題
壁
を
意
味
し
て
、
題
詠
で
泣
な
い
。

で
は
、
本
開
を
含
め
て
、
全
九
例
み
な
詩
題

ι患
い
る
(
『
索
引
b
o
た

と
え
ば
、
「
諒
杭
(
杭
州
)
の
郡
楼
に
寄
題
し
て
、
兼
て
袈
痩
君
〈
夷

直
)
に
呈
す
」
詩
(
巻
誌
、
後
集
機
口
)
に
い
う
、
「
君
に
濃
む
比
の

匂
を
吟
じ
、
事
一
境
協
権
〈
持
題
の
郡
棲
〉
に
題
さ
ん
こ
と
を
(
下
侍
の
原
文

吋
趣
向
望
講
壇
」
の
向
詰
於
の
一
意
こ
と
。
た
だ
し
、
自
詩
「
忠
州
の
小
楼

の
桃
花
に
寄
題
す
」
〈
殺
叩
〉
な
ど
の
題
は
、
の
考
え
て
よ

C
〔
綜
開
:
山
ニ
匂
(
七
待
の
瑚
聯
〉
は
、
寺
景
を
詠
む
鎮
静
と
は

な
り
、
一
一
種
の
倒
装
法
を
用
い
て
、
欝
濯
す
な
わ
ち
、
支
費
夫
と
と

も
に
山
寺
の
秋
色
を
棄
し
ん
だ
戟
皿
屋
懸
尉
在
任
中
の
思
い
出
を
、
風
雅

か
っ
色
彩
感
鯉
か
に
詠
ん
で
い
る
。
「
寺
院
に
で
秋
の
興
趣
を
賦
し
た

も
の
」
と
す
る
大
曽
根
注
は
、
き
わ
め
て
誤
解
を
輿
え
や
す
い
。
こ
の

こ
匂
は
、
る
く
ま
で
も
三
年
前
(
元
和
元
年
秋
)
む
棄
し
い
悶
想
中
の

一
場
面
で
あ
る
。

一
一
人
の
詩
酒
の
交
遊
は
、
元
和
十
四
年
(
八
一
五
)
に
或
る
白
持

「
王
質
夫
に
容
す
」
(
巻
社
)
の
な
か
に
も
、
「
詩
を
吟
じ
て
石
上
に

坐
し
、
酒
を
引
い
て
泉
遺
に
斡
む
い
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
静

永

論

文

に

い

う

、

こ

の

一

欝

に

は

、

の

句

そ

の

ま

ま

の

て
い
よ
う
」
と
。



中
園
詩
文
論
叢

第
十
八
集

128 

ち
な
み
に
、
前
掲
の
津
崎
論
文
の
注
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
北

か
い
た
ん

宋
の
詩
人
貌
野
(
九
六
O

一
O
一
九
)
「
埜
屋
の
知
懸
解
旦
著
作
に
寄

か

ん

ひ

ま

ま

さ

マ

す
」
詩
の
後
半
に
は
、
「
(
あ
な
た
は
)
閑
(
閑
な
時
)
に
は
臆
に
時
に
遊

仙
寺
に
到
り
、
石
上
に
詩
を
題
し
て
線
苔
を
掃
(
一
作
梯
)
ふ
べ
し
」

と
あ
り
、
そ
の
自
注
に
「
柴
天
遊
仙
寺
詩
云
、
林
開
煮
若
焼
紅
葉
、
石

上
題
詩
掃
緑
苔
」
と
あ
る
。
媛
酒
を
「
煮
若
」
(
著
を
煮
る
)
に
作
る
の

は
、
白
居
易
が
飲
茶
の
愛
好
者
で
あ
る
た
め
、
興
味
深
い
異
文
と
な
る

が
、
寺
名
を
遊
仙
寺
に
誤
る
粘
と
と
も
に
、
軍
な
る
記
憶
遣
い
で
あ
ろ

う
。
あ
る
い
は
唐
宋
両
朝
の
晴
好
の
相
異
に
も
と
づ
く
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
前
掲
の
白
詩
「
王
質
夫
に
寄
す
」
に
も
、
酒
と
詩
が
射
を
な

し
、
煮
著
に
作
る
可
能
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
後
の
補
注
参
照
。

。
〔
媛
酒
〕
『
説
文
解
字
』
巻
十
上
、
媛
に
は
、
「
温
〔
且
〕
む
る

し

た

が

え

ん

な
り
。
火
に
以
ふ
、
愛
の
声
」
と
あ
る
。
宋
版
や
那
波
本
『
白
氏
文

集
』
に
も
「
媛
」
に
作
る
が
、
『
文
苑
英
華
』
巻
二
三
七
(
末
版
)
な

ど
に
は
、
「
暖
」
に
作
る
。
雨
字
は
声
義
と
も
に
同
じ
で
通
用
す
る
。

白
詩
の
「
媛
(
暖
)
酒
」
は
、
本
例
以
外
に
も
四
例
あ
る
バ
『
索
引
』
)
。

す
で

そ
の
う
ち
の
一
例
、
「
己
に
微
陽
(
各
の
日
)
の
前
に
向
か
ひ
、
酒
を
暖

め
て
詩
扶
を
開
く
」
(
「
欄
放
二
首
・
:
」
其
一
、
巻
却
、
後
集
巻
3
)
と。

つ

且

っ

ち
な
み
に
、
「
媛
酒
焼
紅
葉
」
の
句
は
、
初
唐
の
王
績
「
杖
を
策
い

て
隠
土
を
尋
ぬ
」
詩
に
見
え
る
隠
土
の
生
活
、
「
酒
を
置
い
て
枯
葉

ひ
ら

を
焼
き
、
書
を
披
い
て
落
花
に
坐
す
」
と
類
似
す
る
。
上
旬
は
、
白

詩
と
同
様
に
一
種
の
倒
装
法
か
ら
成
り
、
枯
れ
葉
を
焼
い
て
酒
も
り

(
酒
の
嫡
)
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
下
旬
の
披
は
、
披
閲
の
一
意
。

。
〔
紅
葉
〕
六
朝
詩
か
ら
初
唐
詩
に
あ
っ
て
は
、
色
づ
い
た
木
の

葉
を
示
す
「
も
み
ぢ
」
は
、
「
黄
葉
」
の
字
が
大
半
を
占
め
た
が
、

盛
・
中
唐
以
降
に
な
る
と
、
逆
轄
し
て
「
紅
葉
」
の
字
が
多
く
用
い
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
中
園
で
は
、
紅
葉
・
霜
葉
の
美
し
さ
を
め
で
る
美
意

識
の
護
達
が
遅
れ
た
結
果
、
悲
秋
・
嘆
老
感
を
深
め
る
黄
落
・
揺
落
の

側
面
に
、
詩
人
た
ち
の
視
線
が
注
が
れ
が
ち
と
な
り
、
し
か
も
「
も
み

ぢ
」
の
景
物
を
詠
む
用
例
白
樫
が
、
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
唐
詩
の
佳
句
を
分
類
編
纂
し
た
大
江
維
時
編
「
千
載
佳
句
』
の
な

か
に
紅
葉
の
部
門
が
な
く
、
「
暮
秋
」
の
僚
に
「
も
み
ぢ
」
を
詠
む
詩

が
見
え
る
の
も
、
こ
の
一
意
味
で
首
然
で
あ
ろ
う
。
唐
代
の
後
期
、
よ
う

や
く
悲
秋
感
一
遺
倒
か
ら
脱
し
て
、
紅
葉
の
美
し
さ
に
め
ざ
め
始
め

た
。
白
詩
の
紅
葉
と
黄
葉
の
用
例
数
の
差
異
、
十
一
例
と
五
例
は
、
こ

の
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
杜
牧
の
名
作
「
山
行
」

詩
や
、
「
庭
に
満
つ
る
詩
景
(
一
作
詩
境
)
紅
葉
を
瓢
す
」
(
晩
唐
の
羅

陶
「
章
慮
士
の
郊
居
」
)
な
ど
の
佳
句
も
生
ま
れ
て
い
く
。
こ
の
黙
は
、

『
寓
葉
集
』
以
来
、
一
貫
し
て
「
も
み
ぢ
」
を
賞
美
す
る
日
本
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。



て
天
賓
合
集
受
に
遇
ふ
」
(
窓
口
〉
の
、
「
紅
葉
紛
紛

お

ほ

ち

ょ

う

お

ほ

蓋
ひ
、
線
広
口
重
量
と
し
て
壊
恒
一
を
封
ふ
」
は
、

本
例
と
同
じ
く
紅
葉
と
練
苔
が
射
を
な
す
。

ち
な
み
に
、
た
と
え
ば
書
陵
部
本
「
揺
詠
抄
い
の
、
一
林
関
叫
…
酒
ヲ

ア
タ
タ
ム
ル
四
一
、
別
ニ
火
ヲ
不
レ
患
、
紅
葉
ノ
転
ナ
ル
コ
ソ
、
自
火
ヨ
ん

な
ど
、
た
つ
大
に
克
た
て
る
奮
説
の
義
生
辻
、
白
詩
「
林

る
に
和
す
」
〈
犠
幻
、
後
集
巻
住
〉
の
な
か
に
、

さ

を

描

寓

し

て

、

に

似

た

る

も

火

な
ど
と
る
る
こ

録
事
の

務
事
十
月
の
に
非
ず
、
誌
の
如
く
な
る
も

/
¥
ム
ぷ
。

と

詩岩
をや
題か岩
き，\;~

て〉

iア

白
詩
は
本
例
を
含
め
て
、

一
東
遣
を
想
ふ
五
'

を
掃
ひ
、
長

「
峡
中
の

(
一
〉

ト
盟
関
あ
る

〈
議
幻
、
後
集
者
Q
U
〉

そ
の
う
ち
の

あ
・
り
か
じ

の
、
一
預
め
社

(
「
望
議
議
い
の
名
も
か
ね
る
)
を
開
か

に
題
す
」
(
轡
口
)
。

C
 

ニ
テ
モ

サ
ラ
ワ
ト
ハ
ラ
フ
」
一
意

工
一
テ
ハ
ク
コ
ト
」
(
蕊
生
惜
棟
吋
諜

「
擁
」
に
作
り
、
岩
瀬
文
庫
弘
安
本
な

擦
は
、
・
試
・
議
な
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(
伊
一
線
東
涯
「
操
鉱
山
子
訣
い
巻
五
)
、

一
一
)
。
『
私
注
』
に

榔
」
に
作
る

ど
も

早
川
讃
朗
詠
集
」
所
取
崩
詩
詑
轄
鵠
訂
(
十
一
)
(
柏
木
)

ど
の
意
を
持
ち
切
経
一
音
義
』
巻
認
、
携
柄
の
傑
)
、
揮
と
携
は
類
義

語
そ
な
す
。
自
詩
一
九
日
宴
集
、
酔
ひ
て
郡
楼
に
題
す
:
・
」
(
寝
泊
、
後

集
巻
l
〉
に
、
「
棲
を
掃
ひ
惑
を
擁
ひ
て
壷
鰭
を
排
ぶ
」
の
句
が

あ
る
。
携
は
、
「
物
ヲ
ス
コ
シ
ツ
ツ
、
チ
ョ
ッ
チ
ヨ
ッ
ト
、
ハ
ラ
フ
コ

ト
」
(
「
操
組
字
決
恥
審
五
)
、
「
携
衣
・
梯
拭
・
携
窪
の
よ
う
に
、
強
く

っ
て
挽
う
動
作
」
〈
告
別
静
「
{
子
統
」
)
。
携
の
異
文
は
、
間
誤
に
よ
る

中
層
側
の
テ
キ
ス
ト
に
は
克
え
な
い
。
油
精
注
参
昭
…
。

-
二
一
一
一
白
居
易
一
車
持
備
と
産
評
事
と
、
の
誌
に
黄
鶴
棲
に

や

と

も

於
て
妻
を
致
す
り
要
罷
み
て
毘
に
望
む
」
「
楚
患
砂
宏
一
宮
山
水
冷
、
一
酉
声

諸
態
管
弦
秋
」

。
ぇ
和
十
年
(
八
一
五
〉
の
晩
秋
九
月
、
都
民
安
か
ら
江
州
(
江
西
省

九
江
市
〉
可
思
に
左
遷
さ
れ
る
治
中
、
都
州
江
夏
牒
(
灘
北
者
武
漢
市
)

の
名
勝
、
黄
鶴
棲
上
で
の
作
〈
い
片
山
麓
・
朱
・
羅
・
王
)
。
倖
者
四
十
四
歳
。

周
年
六
月
一
一
一
日
、
射
藩
鎮
彊
硬
策
会
と
る
宰
梧
の
武
一
冗
衡
が
暗
殺
さ

れ
、
梅
史
中
丞
の
諜
度
も
襲
わ
れ
て
負
傷
す
る
大
事
件
が
勃
脅
し
、
蔀

長
安
の
人
々
を
震
憾
・
猿
狽
さ
せ
た
。
太
子
左
賛
善
大
夫
(
正
五
品
上
、

皇
太
子
輔
導
の
議
)
在
任
中
の
自
賠
嘉
誌
、
憤
激
の
あ
ま
り
、
早
急
に

犯

人

を

被

翠

し

て

留

辱

を

す

す

ぐ

べ

き

こ

と

を

、

に

上

奏
し
た
。

っ
こ



中
園
詩
文
論
叢
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と
し
て
強
く
非
難
さ
れ
た
。
事
態
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
、
彼
の
母
親
の

死
を
め
ぐ
る
名
数
上
の
罪
を
も
か
ぶ
せ
ら
れ
て
、
結
局
仲
秋
八
月
、
都

長
安
を
追
放
さ
れ
て
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
白
居

易
は
即
刻
車
馬
で
都
を
立
ち
、
藍
田
か
ら
秦
嶺
を
越
え
、
一
商
州
で
遅
れ

て
く
る
家
族
を
待
っ
て
合
流
し
、
武
闘
を
通
り
、
裏
陽
(
湖
北
省
嚢
奨

・
え
い

市
)
か
ら
舟
に
乗
っ
て
漢
江
を
下
り
、
部
州
を
通
っ
て
、
長
江
と
の
合

流
貼
、
郡
州
に
着
き
、
さ
ら
に
長
江
を
下
っ
て
、
初
冬
の
十
月
、
江
州

に
着
任
し
た
。
布
目
潮
温
「
白
柴
天
の
官
吏
生
活
|
江
州
司
馬
時
代
」

に
よ
れ
ば
、
都
長
安
か
ら
裏
陽
ま
で
で
、
す
で
に
約
四
十
日
開
の
行
程

で
あ
る
。
従
っ
て
郡
州
で
は
、
す
で
に
九
月
中
旬
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

O
〔
慮
侍
御
〕
名
は
未
詳
。
侍
御
は
中
央
政
府
の
御
史
台
に
置
か

れ
た
官
名
(
殿
中
侍
御
史
・
監
察
御
史
の
通
構
)
。
お
そ
ら
く
藩
鎖
や
諸
使

な
ど
の
僚
佐
、
い
わ
ゆ
る
令
外
の
官
の
寄
蔵
官
(
検
校
官
)
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
嘗
時
の
郡
岳
観
察
使
柳
公
紳
の
使
院
に
、
後
述
の
崖
評
事
と

と
も
に
昨
召
さ
れ
て
郡
州
に
滞
在
し
て
い
た
友
人
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

王
啓
興
ほ
か
校
注
「
明
刻
黄
鶴
棲
集
校
注
』
(
湖
北
人
民
出

J

版
祉
、
一
九

九
二
年
)
に
も
い
う
、
「
二
人
は
蓋
し
武
昌
の
幕
府
の
幕
僚
爵
ら
ん
」

と
。
岡
村
『
文
集
』
三
(
竹
村
執
筆
)
や
朱
「
筆
校
』
は
同
巻
(
巻
十

五
)
の
終
り
に
政
め
る
白
詩
「
虚
侍
御
が
小
妓
詩
を
乞
ふ
、
座
上
に

て
留
め
贈
る
」
と
見
え
る
人
物
と
同
一
視
す
る
。
し
か
し
詩
の
配
列
順

序
に
着
目
す
れ
ば
、
首
一
該
詩
は
朱
『
筆
校
』
や
花
房
『
批
判
的
研
究
』

の
ご
と
く
、
江
州
で
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
成
地
(
郡
州
と
江

州
)
の
異
同
を
、
朱
「
筆
校
』
は
、
ど
う
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
に

わ
か
に
賛
否
を
決
め
か
ね
る
。

他
方
、
王
拾
遺
『
系
年
』
(
一

O
四
頁
)
は
、
か
つ
て
長
安
の
華
陽
観

で
同
居
し
た
産
汀
(
字
雲
夫
)
を
指
す
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
人

名
考
謹
日
韓
が
誤
っ
て
お
り
、
従
い
が
た
い
。
ま
た
羅
聯
添
『
年
譜
』

は
、
『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
九
に
見
え
る
前
侍
御
史
内
供
奉
官
、
沼
陽
の

塵
貞
と
、
官
職
が
符
合
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
車
貞
の
こ
と
か
と
推
測
す

る
。
し
か
し
朱
金
城
「
白
居
易
交
瀞
績
考
」
の
「
虚
貞
雇
員
」
の
僚

に
よ
れ
ば
、
慮
貞
が
侍
御
史
内
供
奉
に
な
っ
た
の
は
、
約
二
十
五
年
以

後
の
曾
昌
年
開
(
八
四
一
八
四
六
)
の
初
め
で
あ
り
、
こ
の
推
測
も
諜

り
で
あ
る
。

。
〔
崖
評
事
〕
名
は
未
詳
。
評
事
も
、
中
央
政
府
の
大
理
寺
(
九

寺
の
一
)
の
官
。
こ
れ
も
軍
な
る
寄
藤
官
で
あ
ろ
う
。
王
拾
遺
『
系

年
』
は
、
崖
威
、
(
子
重
易
、
元
和
二
年
の
進
士
、
白
居
易
が
江
州
に
到

着
後
、
「
落
花
を
惜
し
み
崖
二
十
四
に
贈
る
」
を
作
っ
た
人
と
見
な

す
が
、
論
接
が
一
不
さ
れ
ず
、
車
な
る
憶
測
に
と
ど
ま
る
。
朱
「
筆
校
』

羅
『
年
譜
』
、
岡
村
『
文
集
』
は
、
い
ず
れ
も
未
詳
・
待
考
と
す
る
。

O
〔
黄
鶴
棲
〕
唐
代
の
郡
州
城
(
リ
江
夏
牒
域
。
現
在
の
武
漢
市
武
昌



こ
う
か
く
審

鑓
〉
西
南
穣
の
、
長
山
孔
を
僻
搬
す
る
黄
犠
磯
〈
黄
鵠
磯
。
鶴
・
鵠
は
古
字

通
用
。
磯
誌
江
中
に
突
き
出
た
岩
山
の
一
嘉
)
上
に
あ
っ
た
。
現
在
の
黄
鶴

じ
ゃ
ざ
ん

棲
は
、
こ
の
蛇
出
〈
古
名
が
黄
鶴
山
・
江
葉
山
〉
下
mw
黄
鶴
磯
か
ら
東
へ

一
キ
ロ
、
蛇
山
の
頂
上
に
場
所
を
移
し
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

黄
鶴
槽
の
斜
建
年
代
は
未
詳
で
為
る
が
、
一
種
の
物
見
や
ぐ
る
(
見

張
り
台
)
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
漢
江
が
そ
そ
ぎ
こ
む
長
江
付
近
、
と
い

う
交
通
幹
線
の
要
禽
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
窟
伐
、
機
上
で
盛
ん
に

迭
迎
の
宴
が
催
さ
れ
、
盛
婦
問
の
産
顕
・
李
臼
・
孟
浩
然
ら
の
詩
中
に
詠

み
こ
ま
れ
て
、
雄
大
な
長
江
の
流
れ
を
一
望
で
き
る
武
漢
第
一
の
詩
跡

と
な
っ
た
。
本
詩
は
、
那
州
に
報
寓
す
る
ら
し
い
二
人
の
友
人
が
、
失

意
の
作
者
を
窓
め
る
酒
菜
を
、
一
期
呉
形
務
の
最
〈
第
一
〉
」
(
後
間
の

耳
東
一
醤
棲
記
じ
た
る
黄
鶴
棲
上
で
穣
し
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

騰
の
永
泰
一
冗
年
(
七
六
五
〉
に
成
る
関
信
理
石
ω
純
一
鶴
棲
記
」
に
い
う
、

の

「
『
園
経
い
に
一
五
ふ
、
費
祷
笠
松
し
、
嘗
て
黄
鶴
に
駕
り
て
、
誌
に
返
憩

す
。
遂
に
以
て
壌
に
名
づ
く
」
と
。
詩
跡
黄
鶴
壊
に
つ
い
て
は
、
松
浦

友
久
繰
百
枚
注
窟
詩
解
懇
欝
典
い
一
段
質
鶴
棲
」
詩
の
憾
(
水
谷
誠
執
筆
)
、

寺
屠
剛
「
李
白
に
お
山
り
る
武
漢
の
「
詩
的
古
跡
」
の
生
成
を
め

ぐ

っ

仁

一

ー

に

、

松

浦

友

久

絹

「

荒

鶴

覆

」

の

捺
(
植
木
執
筆
〉
わ
ゆ
ど
参
照
。

。
〔
致
宴
〕
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『
和
漢
朗
詠
集
』
新
敢
庸
詩
注
韓
補
訂
(
十
一
)
(
鯖
木
)
巻
間
三
八
や
和

て
く
れ
る
c

の
事
異
』
第
斑

一

刻

本

・

佐

久

舘

諜

注

本

は

、

一

期

者

は

は

る
が
、
致
宴
の
法
う
が
家
人
に
封
す
る
敬
意
が
こ
も
る
。

。
〔
楚
患
:
山
本
勾
は
、
接
よ
か
ら
遠
望
し
た
と
き
の
感
議
を
詠

う

れ

い

お
。
い
わ
れ
な
き
麗
訴
を
受
け
て
楚
の
地
そ
在
遷
さ
れ
ゆ
く
私
の
憂
思

は
、
治
々
と
流
れ
ゆ
く
長
江
の
よ
う
に
撮
り
も
な
く
腐
が
り
ゆ
き
、
前

方
に
果
て
し
な
く
農
が
る
白
雲
と
長
江
〈
あ
る
い
は
白
一
町
議
会
浸
し
て
流

れ
ゆ
く
長
江
)
の
眺
め
は
、
荒
涼
と
し
て
わ
び
し
い
、
む
一
意
。

O
〔
楚
思
〕
「
楚
客
之
思
い
(
吋
私
住
」
吋
集
設
」
な
ど
〉
の
略
。
『
集

註
い
に
、
「
居
原
市
灘
に
流
さ
れ
た
る
事
を
、
集
天
の
身
の
上
に
比

ざ

4
げ
え

し
て
薙
患
と
い
ふ
也
」
と
指
擁
さ
れ
る
よ
う
に
、
議
首
さ
れ
て
都
を
迫

う

れ

い

放
さ
れ
た
楚
客
届
採
の
愛
息
に
、
同
様
な
境
遇
下
に
置
か
れ
た
作
者
の

そ
れ
を
な
ぞ
ら
え
て
表
現
し
た
。
自
詩
に
は
も
う
一
例
、
時
じ
江
州
可

馬
在
丘
中
の
元
和
十
二
年
(
八
一
七
〉
ご
ろ
の
作
、
「
湖
上
の
閑
望
」
詩

め

(
懇
話
)
に
、
「
関
か
に
本
芳
(
本
ベ
や
水
中
の
刊
さ
を
一
井
で
て
楚
患
を

生
じ
、
時
時
眼
を
合
し
て
離
騒
(
題
露
の
代
表
作
〉
を
詠
ず
」
と

島
り
、
同
じ
く
薙
思
の
語
に
、
屈
原
に
罰
す
る
一
一
種
の
共
感
を
こ
め
て

詠
ん
で
い
る
。

一
一
設
に
、
楚
思
会
「
楚
毘
の
思
、
故
郷
を
思
ふ
情
の
切
な
る
こ
と
」

〈
野
村
八
良
校
訂
『
古
代
歌
議
集
』
)
と
す
る
。
・
一
階
朝
・
宋
の
鮪
昭
…
の
詩

王
宣
城
(
鎗
議
)
を
迭
問
す
」
に
、
(
楚
の
都
)
を
議
し
て
楚
思
を

で
あ
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わ
相
こ

流
し
、
浜
(
水
)
を
渉
り
て
衛
情
を
興
す
」
な
ど
は
、
こ
の
用
例
で
あ

る
が
、
白
詩
の
場
合
、
無
念
・
失
一
意
の
気
持
が
深
く
こ
も
っ
て
い
よ

，っ。
O
〔
砂
若
〕
宋
版
『
自
民
文
集
』
以
下
、
み
な
「
森
若
」
に
作
る
。

森
廷
の
語
は
、
す
で
に
柿
村
『
考
謹
』
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
亜
日
は
び
こ

の
郭
瑛
「
江
の
賦
」
(
「
文
選
』
巻
ロ
)
に
、
「
(
長
江
の
)
状
は
、
天
に
泊

り
て
(
天
空
に
ま
で
水
が
み
な
ぎ
っ
て
)
以
て
森
正
た
り
」
と
あ
る
の
を

踏
ま
え
て
、
水
面
が
虞
々
と
果
て
し
な
く
績
く
さ
ま
を
描
寓
す
る
隻
声

か
た
ち

語
。
『
私
注
』
な
ど
に
「
遥
か
な
る
貌
」
と
あ
り
、
園
舎
圃
書
館
本

『
和
漢
朗
詠
注
』
の
一
説
に
、
「
虞
き
貌
」
と
あ
る
。
白
詩
の
森
征
は
、

本
例
を
含
め
て
四
例
あ
る
。
二
年
後
の
一
冗
和
十
三
年
、
江
州
司
馬
在
任

の
作
、
「
九
江
春
望
」
詩
に
も
、
「
森
若
た
る
積
水
は
吾
が
士
(
故

郷
)
に
非
ず
、
調
泊
せ
る
浮
芹
(
浮
き
草
)
は
是
れ
我
が
身
」
(
巻
打
)

と
あ
っ
て
、
虞
漠
た
る
水
景
は
、
主
と
し
て
北
方
で
育
っ
た
作
者
の
胸

中
に
、
あ
る
種
の
異
和
感
を
生
み
、
郷
愁
を
さ
そ
う
要
因
と
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
に
よ
れ
ば
、
森
字
に
作
る
も
の
も
数
本
あ
る
。

砂
若
の
語
は
お
そ
ら
く
、
森
・
砂
の
二
字
が
同
一
昔
同
義
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
ま
ず
「
砂
若
」
と
な
り
、
績
い
て
サ
ン
ズ
イ
が
脱
落
し
て
、
同

系
の
通
用
す
る
「
抄
若
」
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
田
侯
爵

家
所
蔵
侍
二
練
局
氏
筆
本
に
は
、
「
森
」
字
の
傍
ら
に
「
砂
」
字
が
朱

書
さ
れ
て
い
る
(
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
)
。

ち
な
み
に
、
柿
村
『
考
謹
』
に
「
森
砂
義
同
じ
」
と
あ
る
。
二
字
は

確
か
に
同
系
の
言
葉
で
あ
る
が
、
第
一
義
的
に
水
面
の
無
限
の
贋
が
り

を
一
意
味
す
る
か
ど
う
か
で
、
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
こ
の
一
意
味

で
、
「
楚
客
の
情
砂
若
と
し
て
江
の
は
て
し
な
き
が
如
く
」
云
々
と
罪

す
る
柿
村
『
考
謹
』
の
説
は
、
改
め
て
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
な
お
こ
の

「
砂
(
森
)
苦
」
は
、
前
句
の
述
語
が
後
句
の
副
詞
を
兼
ね
る
、
虞
義

の
兼
語
式
を
な
す
特
殊
な
表
現
で
あ
る
。
「
楚
思
砂
若
た
り
」
と
、
「
砂

す
さ
ま

若
と
し
て
雲
水
冷
じ
」
の
二
一
意
を
持
つ
。

O
〔
雲
水
冷
〕
雲
水
の
水
は
、
黄
鶴
棲
下
を
治
活
と
流
れ
ゆ
く
長

ひ
た

江
を
指
す
。
『
私
注
』
に
「
水
賢
け
れ
ば
、
則
ち
雲
を
浸
す
に
似
た
り
。

故
に
『
雲
水
』
と
日
ふ
」
と
あ
る
。
ま
た
『
六
注
』
に
は
、
「
雲
水
ト

、
秋
ハ
雲
ノ
ナ
リ
モ
物
サ
ヒ
シ
ク
、
水
ノ
一
首
モ
ス
サ
マ
シ
キ
義
也
」

と
指
摘
す
る
。
柿
村
『
考
謹
』
も
、
「
江
水
は
遥
か
雲
に
接
し
て
見
渡

す
か
ぎ
り
す
さ
ま
じ
き
」
と
課
す
。
つ
ま
り
「
冷
」
は
、
「
物
哀
れ
な

る
」
(
『
集
註
』
)
、
「
荒
涼
」
(
『
新
韓
』
・
川
口
文
庫
本
・
大
曽
根
課
な
ど
)
の

一
意
。
岡
村
『
文
集
』
の
、
「
遥
か
に
虞
が
る
雲
や
川
の
す
が
す
が
し
い

秋
景
色
」
云
々
と
す
る
罪
文
に
は
従
い
が
た
い
。

白
詩
の
「
雲
水
」
は
、
本
例
を
含
め
て
十
五
例
に
及
ぶ
。
「
伺
候
す
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の『
和
濃
部
一
諒
集
』
所
牧
唐
詩
詑
稗
接
訂
(
十
一
)
(
描
木
〉

一
時
の
著
名
な
用
例
、
揺
落
に
逢
ひ
、
間
く
可
か
ら
ず
」

が
、
た
だ
ち
に
想
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
秋
声
は
、
川
崎
物
凋
落
の
秋
に
生

ひ
び
き

じ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
哀
切
な
声
〈
秋
風
、
落
葉
、
渡
ち
鳥
や
軟
の
轟
の
声

な
ど
)
を
鱒
橋
す
る
。
「
ム
ハ
詮
』
や
泊
同
名
注
』
に
「
秋
胞
の
一
首
な
り
」

と
あ
る
の
は
、
秋
南
の
代
表
を
指
摘
し
た
も
の
。
黄
該
・
李
遠
掠
・
…
在

昭
才
選
編
「
黄
鵠
接
持
前
曲
選
(
詳
在
)
い
は
、
…
商
声
を
秋
声
と
往
し

た
う
え
で
、
「
秋
季
寒
風
棲
属
(
す
さ
ま
じ
い
〉
之
声
一
を
指
す
と
す

る
。
岡
村
吋
文
集
』
も
、
こ
の
立
場
で
あ
る
が
、
「
秋
麗
も
さ
わ
や
か

に
吹
く
」
と
諜
す
の
に
は
従
い
が
た
い
。
こ
り
秋
愚
も
、
「
聞
く
可
か

る

ざ

る

(

聞

く

に

堪

え

な

い

と

の

一

一

種

と

し

て

べ

き
で
あ
ろ
う
。
(
一
語
一
言
)
は
、
・
哀
怒
・
べ
を
も
っ
と
さ

子
』
賢
冥
訓
に
、
語
経
を
耳
い
て
蕗
弦
経
ゆ
」
と

り
宮
間
誘
は
、
「
一
語
は
五
一
留
に
於
て
最
も
結
に
し
て
急
な
り
」

こ
ら
ん

と
注
す
る
。
ま
た
中
間
の
詩
人
李
賀
「
李
夫
人
」
の
、
「
挺
驚
驚
き
一
時

い
て
一
商
綜
護
る
」
の
匂
に
費
し
て
、
清
の
王
埼
は
、
「
一
商
声
は
秋
声

震
り
。
:
:
:
五
一
言
の
中
、
惟
だ
一
商
声
む
み
最
も
悲
し
」
(
『
李
長
吾
歌

詩
品
購
解
い
程
二
と
注
す
る
。
さ
ら
に
主
叔
眠
「
胸
淵
明
持
筆
護
詰
」

ニ

も

ご

な

み

だ

程
四
も
、
「
荊
輯
を
詠
ず
」
詩
の
更
も
沸
を
流
す
」
匂
に

射

し

て

、

で

あ

る

る

。

佐

久

誌

の

あ
り
、

香

山

る

を

、

暁

朝

使

ち

是

れ

の

人

」

(

「

龍

門

に
て
皇
甫
揮
州
の
任
に
赴
き
、
意
山
人
の
世
間
遊
す
る
を
迭
到
す
い
容
認
、
後
集

議
日
)
は
、
そ
の
二
針
。

。
〔
一
商
声
・
:
)
本
匂
は
、
上
旬
の
読
費
に
射
し
て
、
護
費
を
通
し

あ

者

ひ

ぴ

寺

た
感
概
を
表
わ
す
。
折
か
ら
間
こ
え
て
く
る
萌
の
、
も
の
悲
し
い
声

は
、
清
く
澄
み
わ
た
っ
て
鞠
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
棲
上
の
装
結
で
私
を
慰
め

る
た
め
に
演
奏
さ
れ
た
管
弦
の
饗
き
も
、
一
段
怨
な
一
語
(
識
を
主
昔
と
す

る
襲
律
・
歌
曲
)
の
調
べ
を
た
だ
よ
わ
せ
て
、
諮
問
物
凋
落
の
秋
め
悲
し

み
を
そ
ぞ
ろ
に
か
き
た
て
る
、
の
一
意
。
要
す
る
に
領
聯
は
、
本
詩
の
終

め

り
に
い
う
「
愁
ふ
堪
き
」
景
を
詠
み
、
議
く
額
聯
が
「
賞
づ
堪
き
」
景

に
あ
た
る
。
結
掲
の
『
明
到
黄
鶴
壊
集
校
注
』
参
照
。

。
〔
一
説
中
ど
こ
こ
で
は
、
争
秋
声
、
②
一
商
調
(
一
酉
声
〉
の
附
意
を

兼
ね
る
。
①
の
意
は
、
中
国
古
代
一
古
巣
の
五
つ
の
基
本
一
首
「
五
茜
」

(
害
額
角
徴
羽
)
を
四
時
に
蛇
話
す
る
と
、
一
掛
は
秋
に
あ
た
る
た
め
で
事

る
。
繭
風
・
一
鵠
秋
・
一
語
気
な
ど
の
商
も
、
同
様
で
あ
る
。
「
一
語
声
」
の

語
は
、
早
く
も
吋
私
注
』
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
配
籍
「
詠
一
壊
詩
十

七
首
」
(
其
十
〉
に
、
「
素
質
〈
慧
木
の
色
あ
せ
衰
え
た
姿
)
は
繭
声
に

遊
り
(
も
と
づ
き
)
、
捜
槍
と
し
て
我
が
心
を
傷
ま
し
む
三
と
あ
り
、

岩
め
李
麗
翰
は
、
「
繭
声
は
秋
の
声
な
り
」
と
フ
る
(
吋
文
選
い
巻

怒

)

む

と

い

え

ば

、

の

蘇

額

に

て

秋

に

鷺

く

」
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り
」
は
、
こ
の
こ
と
を
い
う
。

園
舎
園
書
館
本
『
和
漢
朗
詠
注
』
に
見
え
る
、
「
一
商
ノ
響
キ
ハ
、
秋

風
ニ
似
テ
脆
ケ
レ
ハ
、
秋
ハ
、
自
然
ノ
管
弦
有
リ
ト
作
給
世
」
と
す
る

説
は
、
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
封
句
上
の
字
義
的
関
連
を
考
え
れ
ば
、
楚
思
と
一
商
声
は
、

一
種
の
借
封
(
形
式
上
だ
け
の
封
。
詩
中
で
は
甲
の
一
意
味
を
用
い
な
が
ら
、

別
の
乙
の
一
意
味
を
借
用
し
て
封
臆
す
る
語
と
封
を
な
す
)
で
あ
ろ
う
。
一
商
は

古
代
の
股
王
朝
の
正
名
(
さ
ら
に
は
春
秋
時
代
の
宋
園
の
別
構
)
で
も
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

。
〔
清
脆
〕
一
音
声
が
清
く
澄
み
わ
た
り
、
す
っ
き
り
と
歯
切
れ
が

よ
い
一
意
。
上
旬
の
「
砂
(
森
)
た
」
と
隻
声
封
を
な
す
。
柿
村
『
考

謹
』
の
「
清
く
あ
は
れ
な
る
」
、
川
口
注
の
「
清
ら
か
で
も
ろ
く
は
か

な
い
さ
ま
」
、
大
曽
根
注
の
「
清
ら
か
で
も
ろ
い
」
な
ど
は
、
い
ず
れ

も
不
適
切
。
清
脆
は
一
種
の
類
義
語
と
し
て
、
一
音
声
が
冴
え
て
響
く
こ

と
を
い
う
。
白
詩
「
小
曲
新
調
二
首
」
(
其
一
、
巻
凶
)
に
、
「
着
色
鮮

宮
殿
、
秋
声
脆
管
弦
」
と
あ
り
、
岡
村
『
文
集
』
四
(
竹
村
執
筆
)
が
、

後
句
を
「
秋
声
管
弦
脆
ら
か
な
り
」
と
訓
む
の
は
、
き
わ
め
て
安
首

で
あ
る
。
白
詩
の
清
脆
は
、
本
例
を
含
め
て
三
例
あ
り
、
そ
の
一
つ
に

れ
い
ろ
う

「
玲
瀧
た
り
暁
の
棲
閣
、
清
脆
た
り
秋
の
紙
管
(
管
弦
)

L

(

「
皇
甫

郎
中
の
『
秋
暁
、
同
に
天
宮
閣
に
登
り
て
懐
ひ
を
言
ふ
』
に
和
す
六
韻
」
巻

加
、
後
集
巻
3
)
と
あ
る
。
清
脆
と
封
を
な
す
玲
瀧
も
、
や
は
り
隻
声

で
あ
る
。

本
例
の
清
脆
は
、
上
旬
の
「
砂
(
森
)
正
」
と
同
じ
く
、
虞
義
の
兼

語
式
表
現
を
な
し
、
「
一
商
声
清
脆
た
り
」
の
ほ
か
、
「
清
脆
と
し
て
管
弦

秋
な
り
」
の
一
意
を
内
包
す
る
。
園
舎
圃
書
館
本
『
和
漢
朗
詠
注
』
が
、

「
柴
ノ
一
昔
ノ
サ
ヘ
タ
ル
心
也
」
と
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
り
、
書
陵
部

本
『
朗
詠
抄
』
に
、
「
管
弦
ノ
一
首
ノ
ス
メ
ル
ニ
、
秋
ノ
一
音
ス
メ
ル
三

一
五
々
と
す
る
の
が
安
富
で
あ
る
。

。
〔
管
弦
秋
〕
佐
久
・
岡
村
課
注
本
に
、
「
一
商
声
清
脆
な
り
(
た

り
)
管
弦
の
秋
」
と
訓
む
。
し
か
し
本
例
が
律
詩
の
領
聯
を
形
成
す
る

一
組
の
封
句
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
一
商
声
清
脆
と
し
て
管
弦

秋
な
り
」
と
す
る
、
古
匙
の
訓
み
か
た
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
冷
と

秋
と
は
形
容
詞
と
し
て
の
封
で
あ
り
、
「
秋
な
り
」
(
秋
ら
し
い
、
秋
め

く
)
と
は
、
菖
物
凋
落
の
深
秋
ら
し
い
、
さ
む
ざ
む
と
し
た
響
き
を
た

た
え
る
一
意
。
名
詞
を
形
容
調
に
轄
用
し
た
用
例
で
あ
る
。

ち
な
み
に
管
弦
は
、
も
ち
ろ
ん
慮
侍
御
と
崖
評
事
の
二
人
が
、
作
者

の
失
一
意
を
慰
め
る
た
め
に
設
け
て
く
れ
た
酒
宴
の
一
音
楽
を
指
す
。
『
集

註
』
に
い
う
、
「
黄
鶴
棲
に
酒
宴
を
な
す
時
、
管
弦
し
て
柴
し
む
と
雄
、

猶
秋
の
声
、
秋
の
気
色
の
物
悲
し
き
心
こ
も
れ
り
」
と
。
中
園
に
お
け

る
悲
秋
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
「
中
園
古
典
詩
に
お
け



と

〈

注

お

〉

や

、

指

稿

参

照

。

は
、
さ
ら
に
ニ
例
、
「
管
弦
秋
」
の
語
を
用
い
る
〈
吋
索
引
』
)
。

そ
の
一
つ
、
ブ
呼
腸
の
五
向
書
〈
雄
)
、
遁
鶴
を
破
り
:
:
:
」
詩
(
脅
訂
、

後
集
犠
口
)
に
い
う
、
一
角
三
声
乃
斗
の
暁
、
清
一
商
一
部
管
弦

の
秋
」
と
。
こ
の
秋
は
、
上
旬
の
暁
と
封
を
な
す
名
詞
。

る
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主

(
l〉
本
一
橋
〈
七
)
一
九
一
一
番
号
中
嵐
詩
文
論
叢
』
第
十
三
集
〉
饗
熊
。

(2)

本
稿
(
ム
ハ
)
一
七
五
番
(
吋
中
瞳
詩
文
論
叢
』
第
十
二
集
)
参
問
。

(3)
堤
留
吉
吋
白
楽
天
研
究
』
(
春
秋
枇
、
一
九
六
九
年
)
第
六
章
参
照
。

(4)
九
州
大
事
文
製
部
『
文
事
研
究
』
第
九
一
一
一
輯
、
一
九
九
六
年
所
敗
。

〈5
〉
司
一
蘇
出
窓
口
一
郎
博
士
追
悼
中
欝
曜
論
集
』
一
一
玄
紅
、
一
九
八
六
年
所

攻。

〈
円
。
)
一
冗
和
三
年
(
八

O
八
)
に
成
る
自
詩
「
翰
林
説
中
感
秋
、
懐
王
繋

夫
い
〈
巻
九
)
の
自
注
に
、
平
十
汗
は
他
遊
山
に
居
る
い
と
あ
る
。

〈
?
)
白
詩
「
和
王
十
八
藷
額
潤
詑
時
、
資
慎
議
持
砲
、
義
克
贈
い
(
巻
十

二
一
)
参
照
。

(
0
0

〉
吉
川
忠
夫
編
「
中
麗
古
道
教
史
研
究
」
同
期
金
出
版
、
一
九
八
二
年

所
段
。

〈9
〉
福
井
大
事
『
顕
一
諸
岡
文
民
之
第
三
六
競
、
一
九
九
七
年
所
故
。

(
日
)
大
接
能
書
誌
、
一
九
九
九
年
利
。

〈
日
)
中
間
歴
史
文
北
名
城
叢
書
、
中
国
建
築
工
業
出
坂
弘
、

一
九
八
六

吋
和
漢
朗
詠
集
い
所
敢
麗
詩
誼
聾
補
一
訂
〈
ふ
i

一
)
(
様
木
)

年。

(
臼
)
事
習
研
究
量
、
一
九
九
六
年
。

(
日
)
能
遊
寺
討
近
は
、
黒
河
の
よ
流
に
建
設
さ
れ
る
ダ
ム
(
二

0
0二
年

完
成
預
定
〉
の
た
め
に
水
浸
し
て
し
ま
う
た
め
、
寺
の
建
物
は
近
く
の

山
の
上
に
移
譲
さ
れ
る
と
い
う
。
前
捕
の
津
崎
論
文
の
注
〈
民
〉
や
、

替
水
健
「
水
底
に
沈
む
唐
詩
の
属
景
住
居
易
曽
遊
の
地
、
仙
遊
寺
訪

問
問
の
記
い
(
吋
新
し
い
漢
字
漢
文
教
室
い
二
八
競
、
一
九
九
九
年
)
参

照。

(
日
)
こ
の
一
意
味
で
、
関
村
立
入
集
」
一
一
一
の
「
遠
地
に
あ
る
も
の
号
、
そ
の

壊
に
赴
か
ず
に
難
詠
す
る
こ
と
ん
も
適
切
で
は
な
く
、
内
田
泉
之
助

吋
白
弐
文
集
い
(
明
徳
出
版
枇
、
一
九
六
八
年
)
の
「
そ
の
地
に
赴
か

ず
、
遠
方
か
ら
附
酬
を
つ
け
て
議
き
贈
る
こ
と
を
い
う
ん
も
、
同
じ
く
安

裳
で
は
な
い
。

〈
お
)
北
京
大
事
古
文
献
研
究
所
縦
三
L

末
詩
い
第
二
部
、
指
八
一
二
、
九
三

九
真
所
敗
。
議
野
の
別
集
『
鑑
鹿
東
親
集
』
者
八
所
牧
。
補
佐
参
照
。

(
日
)
布
日
課
揖
「
自
居
易
の
嘆
茶
」
(
『
二
一
上
次
男
博
士
喜
書
記
念
論
文

集
」
平
凡
枇
、
一
九
八
五
年
)
所
故
。

(
日
)
詩
題
は
、
「
藤
新
卒
宅
賦
古
題
、
得
策
杖
〔
尋
)
隠
士
」
に
も
作
る
。

「
策
杖
尋
欝
士
」
は
、
ヱ
入
選
」
帯
二
二
に
牧
め
る
左
患
「
招
韓
詩
い
二

首
〈
其
一
)
中
の
句
。

(
m
m
)

佐
竹
昭
震
「
古
代
百
本
語
に
お
け
る
色
名
の
性
格
」
〈
同
守
宮
内
葉
集

議
選
巴
山
石
波
警
告
、
一
九
八

O
年
)
に
よ
れ
ば
、
高
弐
日
本
一
誌
に
お
け

ア

カ

ン

ロ

ア

ヲ

る
色
名
(
色
彰
一
議
)
は
、
赤
・
自
・
青
・
四
毒
だ
け
で
あ
り
、
黄
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色
は
赤
の
な
か
に
包
含
さ
れ
た
(
赤
色
の
感
費
で
捉
え
て
い
た
)
と
い

う
。
同
論
文
の
注
(
日
)
に
は
、
上
村
六
郎
『
菖
葉
染
色
の
研
究
L

一
を

引
い
て
い
う
、
「
我
園
上
代
人
が
、
赤
土
と
黄
土
と
桔
土
と
を
、
共
に

あ

か

つ

「
阿
加
都
知
」
と
し
て
、
同
じ
様
に
考
へ
て
ゐ
た
一
と
。
ま
た
佐
竹
論

文
は
、
四
種
の
色
名
は
、
本
来
、
「
明
暗
」
「
顛
漠
」
と
い
う
光
の

二
系
列
を
表
す
用
語
の
轄
用
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
別
の
佐
竹
論
文

「
一
語
量
の
構
造
と
思
考
の
形
態
一
(
『
菖
葉
集
抜
書
』
所
取
)
も
、
中
国

の
色
彩
を
考
え
る
う
え
で
、
有
盆
な
示
唆
に
富
む
。
た
と
え
ば
、
青
は

白
と
黒
の
中
間
に
位
置
し
、
隻
万
に
融
合
し
う
る
性
質
を
内
在
さ
せ

る
、
な
ど
の

(
叩
)
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
皐
と
中
園
文
事
中
』
(
塙
書
房
、
一
九

六
四
年
)
第
五
篇
第
四
章
や
、
本
稿
(
八
)
一
九
四
番
「
黄
葉
」
の
僚

(
『
中
園
詩
文
論
叢
』
第
十
四
集
)
な
ど
参
照
。

(
別
)
松
浦
友
久
「
中
園
古
典
詩
に
お
け
る
『
春
』
と
『
秋
』
」
(
同
『
中
園

詩
歌
原
論
比
較
詩
昌
子
の
主
題
に
即
し
て
』
(
大
修
館
書
庖
、
一
九

八
六
年
)
や
、
拙
著
『
唐
詩
歳
時
記
」
(
講
談
世
間
子
術
文
庫
、
一
九
九

五
年
)
な
ど
参
照
。

(
乱
)
辻
田
昌
三
『
古
代
語
の
一
意
味
領
域
』
(
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
年
)

に
政
め
る
「
『
黄
葉
』
の
文
字
に
つ
い
て
」
参
照
。

(
幻
)
平
岡
・
今
井
『
索
引
』
は
、
「
林
紅
葉
初
随
一
も
、
紅
葉
の
用
例
に

加
え
て
十
二
例
と
す
る
。

(
お
)
渡
遺
秀
夫
『
詩
歌
の
森
日
本
語
の
イ
メ
ー
ジ
』
(
大
修
館
書
庖
、

一
九
九
五
年
)
参
照
。

(
出
)
伊
藤
正
義
・
黒
田
彰
編
著
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
稗
集
成
』
第
二
巻
下

(
大
聖
堂
書
倍
、
一
九
九
四
年
)
所
政
。

(
お
)
『
六
注
』
や
『
偲
名
注
』
(
注
目
所
取
)
な
ど
。

(
部
)
『
蓄
唐
書
』
巻
四
四
、
職
官
志
に
よ
る
。

(
幻
)
一
冗
積
「
業
天
の
『
東
南
行
』
詩
に
酬
ゆ
一
百
韻
」
(
『
一
冗
積
集
』
巻
十

一
一
)
詩
の
自
注
に
、
「
八
月
、
開
業
天
司
馬
江
州
」
と
と
も
に
、
「
八

月
、
業
天
之
江
州
」
の
記
載
も
あ
る
。

(
お
)
『
蓄
唐
書
』
白
居
易
博
、
花
房
英
樹
『
白
居
易
研
究
』
、
平
岡
武
夫

『
白
居
易
』
、
後
引
の
布
目
論
文
な
ど
参
照
。

(
却
)
『
立
命
館
文
皐
』
一
八

O
続
、
一
九
六

O
年
所
敗
。

(
初
)
嘱
波
護
『
唐
代
政
治
一
吐
曾
史
研
究
』
第
一
二
章
や
、
戴
偉
華
『
唐
代
使

府
輿
文
皐
研
究
』
(
蹟
酉
師
範
大
事
出
版
一
吐
、
一
九
九
八
年
)
な
ど
参

昭山
0

(
況
)
本
稿
(
一
)
二
七
番
(
『
中
園
詩
文
論
叢
』
第
七
集
)
参
照
。

(
明
記
)
朱
金
城
『
白
居
易
研
究
』
(
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
所

敗。

(
お
)
富
時
、
二
人
の
慮
貞
が
お
り
、
『
唐
詩
紀
事
』
の
記
載
に
は
諜
り
が

あ
る
。
詳
し
く
は
朱
金
城
の
前
掲
論
文
ゃ
、
部
賢
陪
・
陶
敏
『
唐
代
文

史
考
論
』
(
洪
葉
文
化
事
業
有
限
公
司
、
一
九
九
九
年
)
に
政
め
る

「
『
全
唐
詩
』
作
者
小
侍
正
補
」
な
ど
参
照
。
-

(
担
)
『
嘗
唐
書
』
巻
一
九

O
下
や
『
新
唐
書
』
巻
一
七
七
の
本
侍
参
照
。

(
お
)
『
全
唐
文
』
巻
四
四

O
所
敗
。
『
文
苑
英
華
』
巻
八
一

O
(明
版
)
に

も
収
め
る
が
、
作
者
名
を
閤
伯
里
に
作
る
。
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〈
お
〉
吋
中
間
制
詩
文
論
叢
い
第
十
一
集
、
一
九
九
二
年
所
段
。

(
訂
)
左
遷
地
を
川
端
と
す
る
の
詰
不
適
切
。
こ
こ
で
詰
蔀
を
追
放
さ
れ
た

こ
と
を
い
う
と
考
え
る
c

(
認
)
川
U
本
の
嬬
日
正
に
、
一
「
悲
し
い
か
な
、
秋
の
気
た
る
ゃ
ん
と
う
た
っ

た
楚
の
屈
捺
の
お
も
か
げ
が
あ
る
」
と
評
す
る
が
、
叶
郡
一
心
し
い
か
な
一

云
々
の
作
者
泣
印
税
涼
で
は
な
く
、
そ
の
弟
子
と
さ
れ
る
末
玉
で
あ
る
c

(
持
)
害
問
堂
書
問
、
有
爵
堂
文
章
、
一
九
二
六
年
c

(
将
)
金
子
・
江
見
吋
新
轄
」
一
も
、
同
じ
な
場
で
あ
る
。
「
左
樽
剣
山
成
公
九

年
の
故
事
会
踏
ま
え
る
3

(
札
)
注
目
の
書
、
た
だ
し
務
上
三
九
九
四
年
)
所
敗
。

(
位
)
吋
漢
語
大
字
典
」
一
第
三
容
，
し
つ
つ
員
な
ど
参
照
。

(
お
)
松
浦
友
久
編
吾
川
桂
樹
詩
解
樟
辞
典
』
の
制
稿
審
問
…
。

(
社
)
式
漠
出
版
一
靴
、
一
九
八
九
年
。

(
必
)
「
案
燕
策
三
、
吋
四
時
四
問
先
徴
之
声
、
士
時
教
謀
議
泣
ゐ
(
又
見
史
記
棋
客

簿
)
、
心
不
…
続
問
的
水
注
引
燕
汚
子
、
円
筒
社
声
、
士
髪
皆
掛
忍
、
同
府
民
声
、

七
砦
流
説
」
(
又
見
意
林
〉
告
が
掛
声
」
十
即
「
古
拡
声
い
、
亦
邸
内
嬰
徴
之

声
、
准
喜
子
地
形
篇
…
所
課
吋
饗
教
生
一
商
』
臼
結
山
山
一
c

(
判
〉
五
力
『
漢
詩
詩
待
問
酬
や
い
(
中
華
書
号
香
港
分
間
、
一
九
七
三
年
)
第

一
章
第
十
五
節
や
、
同
寸
詩
詞
格
律
一
〈
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
)

第
ゅ
一
一
章
第
四
節
な
ど
参
黒
c

(
訂
)
靖
水
茂
司
春
二
転
』
之
語
性
二
同
ベ
中
露
詩
文
論
薮
い
創
文
吐
、

一
九
八
九
年
所
牧
)
に
よ
れ
ば
、
南
言
性
を
持
っ
た
春
・
秋
の
用
法

は
、
建
・
梁
ご
ろ
に
始
ま
り
d

、
者
北
朝
の
末
に
は
、
か
な
れ
ソ
虞
く
行
わ

「
和
漢
朗
一
詠
菜
い
所
牧
崩
詩
注
額
件
寵
訂
〈
十

〉
(
植
木
)

れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
多
く
が
押
韻
の
富
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
3

本
例
も
韻
字
と
な
る
2

〈
山
崎
)
一
斗
入
り
の
炊
呉
と
、
警
戒
の
た
め
に
打
ち
鳴
ら
す
-
ド
ラ
と
を
業
ね

た
、
銅
製
の
行
軍
用
具
。

本
論
文
以
降
、
限
名
づ
か
い
辻
、
訓
讃
文
の
和
到
の
み
藍
蝦
名
づ
か
い

と
し
、
そ
の
地
は
す
べ
て
新
鶴
名
づ
か
い
と
す
る
c

〔
補
語
)
内
閣
文
庫
に
断
厳
す
る
材
班
野
の
別
集
京
政
鹿
東
翫
集
L

一

〈
乾
降
四
療
全
翌
日
無
坂
本
〉
傘
六
に
よ
れ
ば
、
遊
仙
守
を
正
し
く
「
ゐ
伯

遊
士
守
一
に
作
り
、
岩
波
の
冒
一
朗
は
、
一
白
繁
天
遊
寺
詩
一
口
」
で
あ
る
c

ま
た
本
文
・
自
誌
の
い
ず
れ
も
、
掃
(
予
を
へ
携
一
に
作
る
。

※ ※ 


